
竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一

本
稿
は
、「《
資
料
》 

竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介
―
和
歌
を
主
題

と
す
る
組
香
（
一
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
、
二
〇
一
六
年
一
一

月
）、「
同
―
同
（
二
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
4
号
、
二
〇
一
七
年
二

月
）、「
同
―
同
（
三
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
1
号
、
二
〇
一
七
年
五

月
）、「
同
―
同
（
四
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
2
号
、
二
〇
一
七
年
八

月
）、「
同
―
同
（
五
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
3
号
、二
〇
一
七
年
十
一

月
）、「
同
―
同
（
六
）
―
」（『
社
会
科
学
』
第
47
巻
第
4
号
、
二
〇
一
八
年
二

月
）
に
引
き
続
き
、竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
所
載
の
組
香
に
つ
い
て
、と

く
に
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
を
対
象
に
、
翻
刻
と
考
察
を
お
こ
な
う
も
の
で

あ
る
。
本
稿
で
は
、
射
の
巻
か
ら
、
新
時
鳥
香
、
蛙
香
、
妻
乞
香
、
ま
た
御
の

巻
か
ら
、
重
陽
香
、
枝
折
香
、
八
幡
山
香
の
、
計
六
つ
の
組
香
を
取
り
上
げ
る
。

資
料
に
関
わ
る
基
本
的
な
説
明
は
、「《
資
料
》
竹
幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』

の
紹
介
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
2
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ

た
い
。
ま
た
、
凡
例
お
よ
び
香
道
用
語
解
説
は
、
前
掲
『
社
会
科
学
』
第
46
巻

第
3
号
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
以
下
に
そ
の
概
略
を
記
す
に
と

ど
め
る
。

凡
例

一
、
翻
刻
本
文
は
、
底
本
の
原
態
を
尊
重
し
つ
つ
、
漢
字
・
仮
名
と
も
に

通
行
の
字
体
を
用
い
、
適
宜
、
句
読
点
を
施
す
。
ま
た
、
朱
書
き
に
は
、

「（
朱
）」
と
示
し
、
一
面
の
終
わ
り
に
は
〝 

」〞
を
付
し
て
丁
数
を
記
す
。

一
、
考
察
に
は
、（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法
、（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関

わ
り
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
観
点
を
設
け
る
。

一
、（
1
）
の
冒
頭
に
は
、
構
造
式
を
記
す
。
ま
た
、
解
説
を
要
す
る
香
道

用
語
に
は
「*

」
を
付
す
。
そ
れ
ら
の
用
語
に
つ
い
て
は
、「
香
道
用
語

解
説
」（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
、（
2
）
で
引
用
す
る
和
歌
作
品
の
本
文
は
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
『
新

編
国
歌
大
観
』V

er.2

（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
拠
る
。

一
、
巻
末
に
は
影
印
を
付
す
。

  《
資
料
》竹

幽
文
庫
蔵
『
香
道
籬
之
菊
』
の
紹
介

│  

和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
七
）  

│

矢　

野　
　
　

環

福　

田　

智　

子
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二

《
射
巻
―
三
六
》
新
時
鳥
香

【
翻
刻
】

 
　

△
（
朱
）
新
時
鳥
香

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
の
香
、
二
の
香
、
三
の
香
、
有
明
の
香
客
香

な
り

、
月
の
香
ウ
香

な
り

、
各
二
包

充
、
都
合
十
包
の
内
、
七
包
出
香
と
す
。

一　

一
二
の
香
、
二
種
斗
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
其
餘
の
香
は
、
各
試

な
し
。

一　

一
二
三
の
香
、
六
包
打
交
て
、
其
内
一
包
除
け
、
残
五
包
、
初
の
」
射

八
四
オ 

出
香
と
す
。
有
明
の
香
、
月
の
香
、
四
包
打
交
て
、
内
二
包
除

け
、
残
二
包
を
後
の
出
香
と
し
て
、
二
炷
聞
に
出
す
。
七
包
皆
焚
終

て
、
一
同
に
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

札
打
様

 

　

一
の
香
に　
花
一

月
一

の
札　
　
　

二
の
香
に　
花
二

月
二

の
札

 

　

三
の
香
に　
花
三

月
三

の
札　
　
　

有
明
香
に　

ウ
の
札

 

　

月
の
香
に　

ウ
二
枚
打　

」
射
八
四
ウ

 

後
の
出
香
は
二
包
聞
終
て
札
一
枚
打
な
り
。
二
炷
同
香
と
聞
は
有
明

の
札
、
二
炷
別
香
と
聞
は
月
の
札
を
う
つ
べ
し
。

一　

記
録
点
、
初
五
炷
は
独
聞
の
差
別
な
く
一
点
充
、
後
の
二
包
は
独
聞

五
点
、
二
人
四
点
、
三
人
よ
り
三
点
宛
な
り
。
後
の
二
包
を
聞
中
た

る
は
、
褒
美
と
し
て
聞
の
下
に
時
鳥
と
認
る
べ
し
。」
射
八
五
オ

一　

二
炷
別
香
出
れ
ば
、
哥
を
口
に
認
る
。
二
炷
同
香
出
れ
は
、
哥
を
奥

に
認
る
べ
し
。
其
歌
如
此
。

 

　
　

ほ
と
ゝ
き
す
鳴
つ
る
か
た
を
詠
れ
ば
唯
有
明
の
月
そ
残
れ
る

一　

記
録
認
様
、
大
概
左
に
顕
す
。」
射
八
五
ウ

 

　
　
　
　
　
　
三
（
朱
）

 

新
時
鳥
香
記　
有
明
（
朱
）
除
（
朱
）

 

　
　
　
　
　
　
月
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
射
八
六
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　
　

初

　
　
　
　
　
　
　

2　
　
　
　
　
　
　

…

　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　

6－

1
＝
5　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

三　
　
　
　

2　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

有
明　
　
　
　
　
　
　

1

　
　
　
　
　
　
　

2－

2
＝
×

　
　

月　
　
　
　
　
　
　
　

2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後

本
香
に
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
と
、
客
香
「
有
明
」
の
香
、

ウ
香
「
月
」
の
香
、
各
二
包
計
十
包
か
ら
、
七
包
を
用
い
る
。
試
香
は
、

「
一
」「
二
」
の
香
の
み
行
う
。
ま
ず
、
地
香
六
包
か
ら
一
包
を
除
き
、
残

り
五
包
を
焚
く
（
初
段
）。
次
に
、
客
・
ウ
香
全
四
包
か
ら
二
包
を
除
き
、

残
り
二
包
を
二
炷
聞
き
に
し
て
焚
く（
後
段
）。
全
七
包
を
焚
き
終
わ
っ
て

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
⎫｜⎬｜⎭
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三

か
ら
、
す
べ
て
の
香
包
紙
を
開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
。

答
え
に
は
、
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
初
段
の
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香

に
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
花
」「
月
」
の
札
の
「
一
」「
二
」「
三
」
を
一
枚
ず
つ

打
つ
。
ま
た
、
後
段
で
は
、
二
炷
聞
き
終
わ
っ
た
後
、
同
香
な
ら
ば
「
ウ
」

の
札
一
枚
（
有
明
の
札
）、別
香
な
ら
ば
「
ウ
」
の
札
二
枚
（
月
の
札
）
を

打
つ
。

記
録
点
は
、
初
段
で
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
一
点
で
あ
る

が
、
後
段
の
二
炷
は
、
独
り
聞
き
五
点
、
二
人
で
は
四
点
、
三
人
以
上
で

は
三
点
で
あ
る
。
後
段
を
聞
き
当
て
た
場
合
は
、
褒
美
と
し
て
記
録
の
最

下
段
に
「
時
鳥
」
と
書
く
。
ま
た
、
後
段
の
二
炷
に
お
い
て
、
別
香
が
出

た
場
合
は
香
之
記
の
冒
頭
に
、
同
香
な
ら
ば
末
尾
の
方
に
、
伝
書
が
指
定

す
る
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
歌
一
首
を
記
す
。

な
お
、
本
組
香
に
先
立
つ
「
時
鳥
香
」
が
、
志
野
流
三
十
組
の
中
に
見

出
さ
れ
る
。
出
香
の
数
や
手
順
は
、
本
組
香
も
同
じ
で
あ
る
が
、「
時
鳥

香
」
は
、
初
段
の
五
炷
の
う
ち
、
二
炷
目
と
三
炷
目
を
続
け
て
聞
き
当
て

た
と
き
は
、
記
録
に
「
ほ
と
ゝ
き
す
」
と
記
す
と
い
う
点
が
、
本
組
香
と

異
な
る
。
ま
た
、「
ほ
と
ゝ
き
す
」
は
仮
名
文
字
で
書
く
が
、「
有
明
の
月
」

は
仮
名
で
書
い
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
記
載
も
、「
時
鳥
香
」
に
は
見
ら
れ

る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

記
録
の
奥
に
書
く
歌
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
百
人
一
首
』

八
一
番
に
載
る
次
の
歌
で
あ
る
。

 

後
徳
大
寺
左
大
臣　
　

 

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
つ
る
か
た
を
な
が
む
れ
ば
た
だ
あ
り
あ
け
の
月
ぞ

の
こ
れ
る

こ
の
歌
は
、「
残
月
香
」（
楽
巻
―
五
）「
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
一
）」

（『
社
会
科
学
』
第
46
巻
第
3
号
所
収
）
に
お
い
て
も
、
組
香
の
主
題
と
し

て
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

本
組
香
で
は
、
初
段
の
香
は
、
単
に
「
一
」「
二
」「
三
」
と
い
う
香
名

だ
が
、
後
段
の
「
客
」「
ウ
」
香
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
有
明
」「
月
」
の
香
と

し
、「
有
明
」
と
「
月
」
と
を
両
方
聞
き
当
て
て
は
じ
め
て
、
褒
美
の
こ
と

ば
と
し
て
「
時
鳥
」
と
記
す
と
い
う
の
も
、
い
か
に
も
前
掲
歌
を
も
と
に

し
た
趣
向
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
志
野
流
三
十
組
中
の
「
時
鳥
香
」
の
踏

襲
で
あ
る
。

《
射
巻
―
三
七
》
蛙
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
蛙カ

ハ
ヅ香

*

*
*

*

*

*
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四

 

　
夫
木
集　
　

 

　
　

従
二
位
家
隆
卿　
　

 

　
　

川
風
は
井
手
の
浮
草
吹
わ
け
て
よ
る
へ
の
浪
に
蛙
な
く
な
り

 
　

  
山
刕
の
井
手
は
蛙
の
名
所
に
て
、
何
國
に
て
も
蛙
多
く
群
る
内
へ

井
手
の
蛙
一
匹
入
れ
は
、
多
く
の
蛙
鳴
止
と
云
傳
ふ
。
是
に
因
て

組
た
る
香
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。」
射
八
六
ウ

一　

池
蛙
の
香
、
田
蛙
の
香
、
沼
蛙
の
香
、
各
三
包
充
、
水
の
香
三
包
一
色
充

三
包
也

、

井
手
の
蛙
の
香
一
包
ウ
香

な
り

、
都
合
十
三
包
聞
香
と
し
、
二
炷
開
三
度
、
一

炷
開
七
度
焚
出
す
な
り
。
二
炷
開
は
六
炷
焚
終
て
包
紙
を
開
く
。
一

炷
開
は
一
包
毎
に
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

水
の
香
、
井
手
の
蛙
の
香
、
二
種
は
試
な
し
。
其
外
は
外
に
拵
へ
試

に
出
す
べ
し
。」
射
八
七
オ

一　

水
の
香
三
包
に
地
香
一
包
充
組
合
せ
、
二
炷
聞
三
結
と
し
、
残
七
包

は
一
炷
聞
と
す
。
井
手
の
蛙
の
香
出
る
を
限
と
し
て
香
は
終
る
な
り
。

一　

二
炷
開
六
包
、
皆
聞
終
て
名
乗
紙
に
認
出
す
を
、
記
録
に
写
し
、
香

包
紙
を
ひ
ら
き
、点
を
定
て
後
に
一
炷
開
七
包
焚
出
す
。
此
時
に
、十

炷
香
の
札
を
用
ゆ
。」
射
八
七
ウ

 

　

池
蛙
に　

一
の
札　
　
　

田
蛙
に　
　

二
の
札

 

　

沼
蛙
に　

三
の
札　
　
　

井
手
蛙
に　

ウ
の
札

 

如
此
札
を
打
べ
し
。
名
乗
紙
認
様
左
の
通
也
。

  
 　
　

田
水　
　
　
　
　

名
乗

 
 　

　
　

水
沼

 
 　

　
　
　

池
水

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
射
八
八
オ

一　

記
録
点
は
、
地
香
一
点
充
、
水
の
香
二
点
充
、
井
手
の
蛙
香
四
点
、
井

手
の
蛙
香
聞
違
、
星
二
つ
充
、
各
独
聞
の
差
別
な
し
。
記
録
し
た
ゝ

め
様
左
の
如
し
。」
射
八
八
ウ

 

　
　

蛙
香
記

 

　
　
〔
表
〕」
射
八
九
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

池
蛙　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

コ　
　
　
　
　
　
　

3

　
　

田
蛙　
　
　
　

3　
　
　
　
　
　

＝
×　
　
　

＋
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　

3　
　
　

　
　

沼
蛙　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

3　

2

　
　

水　
　
　
　
　

3
（
1
色
ず
つ
）
＝
×　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

井
手
の
蛙　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7

本
香
に
は
、
地
香
「
池
蛙
」「
田
蛙
」「
沼
蛙
」
の
香
、
各
三
包
と
、
客

香
「
水
」
の
香
を
別
香
で
三
包
、
ウ
香
「
井
手
の
蛙
」
の
香
一
包
の
、
計

十
三
包
を
用
い
る
。
ま
ず
、
二
炷
開
き
を
三
度
行
い
、
六
炷
す
べ
て
を
焚

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
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*

*

*
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五

き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
（
前
段
）。
次
に
、
一

炷
開
き
を
七
度
行
う
。
一
炷
焚
く
た
び
に
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す

る
（
後
段
）。
試
香
は
地
香
の
み
。

前
段
の
六
包
の
香
は
、「
水
」
の
香
三
包
に
地
香
を
一
包
ず
つ
組
み
合
わ

せ
、
二
包
ず
つ
三
組
を
作
る
。
後
段
は
、
残
り
の
香
を
一
炷
ず
つ
焚
き
、

「
井
手
の
蛙
」
の
香
が
出
た
と
こ
ろ
で
香
席
は
終
わ
り
と
な
る
。

答
え
方
は
、
前
段
で
は
、
す
べ
て
聞
き
終
わ
っ
て
か
ら
名
乗
紙
に
答
え

を
記
し
て
提
出
す
る
。
こ
の
時
、
出
香
の
順
に
「
池
」「
田
」「
沼
」「
水
」

の
略
称
を
用
い
、
二
炷
ず
つ
記
す
。
そ
の
答
え
を
記
録
に
写
し
、
香
包
紙

を
開
い
て
点
を
付
け
て
か
ら
、
後
段
に
移
る
。
後
段
で
は
、
十
炷
香
札
を

用
い
、「
池
蛙
」「
田
蛙
」「
沼
蛙
」
の
香
に
は
そ
れ
ぞ
れ
「
一
」「
二
」「
三
」

の
札
、「
井
手
の
蛙
」
の
香
に
は
「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。

記
録
点
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
地
香
を
聞
き
当
て
る
と

一
点
、「
水
」
の
香
は
二
点
、「
井
手
の
蛙
」
の
香
は
四
点
で
あ
る
。
ま
た
、

「
井
手
の
蛙
」
を
聞
き
違
え
る
と
星
を
二
つ
付
け
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
第
五
春
部
五
、

一
九
二
三
番
に
載
る
。

 

　
　

正
治
二
年
百
首　
　

 

　
　
　

従
二
位
家
隆
卿　
　

 

川
風
は
井
出
の
う
き
草
吹
き
わ
け
て
よ
る
べ
の
浪
に
か
は
づ
啼
く
な

り
な
お
、
ど
こ
の
蛙
で
も
、
群
が
っ
て
鳴
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
井
手
の
蛙

を
入
れ
る
と
、
他
の
蛙
が
鳴
き
止
む
と
い
う
話
は
、
佐
野
紹
益
『
に
ぎ
は

ひ
草
』〔
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
刊
〕
上
に
見
え
る
。

埋
忠
明
真
は
、
井
手
に
出
向
い
た
際
、
夜
更
け
に
井
手
の
蛙
が
「
い
み

じ
く
心
す
み
物
あ
は
れ
な
る
聲
」
で
鳴
く
と
い
う
古
老
の
話
を
思
い
出
し
、

蛙
が
多
く
鳴
く
所
で
一
夜
を
過
ご
し
た
。そ
の
聲
に
感
動
し
た
明
真
は
、井

手
の
蛙
を
多
く
捕
ま
え
て
京
に
持
ち
帰
り
、
舟
橋
の
川
上
に
放
す
と
、
井

手
の
蛙
は
変
わ
ら
ぬ
声
で
鳴
き
、
そ
の
川
に
元
か
ら
い
た
蛙
は
鳴
き
止
ん

だ
と
い
う
。
こ
の
話
は
当
時
、
か
な
り
話
題
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

以
下
、
当
該
箇
所
の
本
文
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

い
か
な
る
ふ
し
に
や
有
け
ん
、
井
手
の
あ
た
り
に
行
け
る
に
、
此
事

お
も
ひ
出
て
、
彼
か
は
つ
の
お
ほ
く
鳴
所
を
尋
て
、
一
夜
宿
し
て
此

声
を
聞
け
り
、
昔
古
老
の
も
の
ゝ
か
た
り
し
に
た
か
は
す
、
よ
の
つ

ね
の
か
へ
る
声
に
は
か
は
り
て
、
ま
こ
と
に
心
も
す
み
て
覚
け
れ
は
、

う
ち
も
ね
す
、
明
ぬ
れ
は
、
そ
の
か
は
つ
を
数
多
と
り
て
、
い
た
ま

さ
る
や
う
に
こ
し
ら
へ
て
、
京
に
も
て
来
り
て
け
り

此
埋
忠
氏
か
住
所
は
、
舟
は
し
の
川
上
に
て
、
枕
の
も
と
に
な
か
れ

*

*

*

*

*

*

*
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有
け
れ
は
、
よ
の
つ
ね
の
か
へ
る
、
よ
な
〳
〵
あ
ま
た
鳴
け
る
、
そ

の
川
に
み
な
は
な
し
入
た
り
け
り
、
し
は
し
は
音
も
せ
さ
り
け
る
か
、

井
手
に
て
聞
し
声
そ
と
覚
た
る
鳴
出
て
、
其
声
数
々
に
成
に
け
れ
は
、

よ
の
つ
ね
の
か
へ
る
、
声
や
み
て
一
声
も
な
か
す
、
い
つ
方
へ
そ
行

け
る
に
や
、
も
と
の
川
に
は
有
な
か
ら
、
こ
ゑ
を
出
さ
す
成
に
け
る

に
や

か
ゝ
る
ふ
し
き
な
る
事
こ
そ
有
け
れ
と
、
其
比
み
や
こ
の
外
ま
て
も

沙
汰
し
あ
へ
る
事
な
り
し
と
、度
〳
〵
此
事
聞
て
侍
し
（『
仮
名
草
子

集
成
』
第
五
十
五
巻
、
東
京
堂
出
版
、
二
〇
一
六
年
二
月
）

も
っ
と
も
、『
に
ぎ
は
ひ
草
』
で
は
、
井
手
の
蛙
を
多
く
放
っ
た
と
あ
り
、

本
伝
書
に
「
一
匹
」
と
い
う
の
と
は
異
な
る
が
、
同
じ
出
所
の
話
で
あ
ろ

う
。な

お
、
本
伝
書
所
載
「
新
蛙
香
」（
書
巻
―
一
〇
）
も
、「
い
つ
く
に
て

も
蛙
の
啼
所
へ
井
手
の
蛙
を
入
れ
は
外
の
蛙
音
を
や
む
と
い
ふ
説
」
に
拠

る
組
香
で
あ
る
。

《
射
巻
―
三
八
》
妻
乞
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
妻
乞
香

 
 

中
納
言
家
持　
　

 

　
　

  

春
の
野
に
あ
さ
る
き
ゞ
す
の
妻
乞
に
お
の
か
有
か
を
人
に
し
れ

つ
ゝ

 

　

此
哥
に
よ
つ
て
組
た
る
式
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
ゆ
。

一　

一
二
三
の
香
、
各
三
包
充
、
ウ
香
一
包
、
聞
香
と
す
地
香
外
に
拵
へ
試
に

出
す
。
ウ
香
試
な
し

。
本

香
一
二
二
と
一
三
三
と
三
包
を
」
射
八
九
ウ 

一
結
充
に
し
て
二
結
設
け
、

結
な
か
ら
交
て
、
其
内
一
結
を
取
て
、
三
炷
聞
に
焚
出
す
。
連
座
聞

終
り
て
名
乗
紙
に
左
の
こ
と
く
認
出
す
。

 

　

一
二
二
と
出
れ
は　
　
　

春
の
野
と
書

 

　

一
三
三
と
出
れ
は　
　
　

き
ゞ
す
と
書

 

　
　
　

但
し
上
中
下
の
違
は
構
な
し
。

 

名
乗
紙
を
記
録
に
写
し
て
後
に
、
残
一
結
に
残
香
」
射
九
〇
オ 

四
包
一
二

三
ウ

を
加
へ
、
都
合
七
包
と
し
、
打
交
て
一
炷
聞
に
焚
出
す
。
此
時
に
十

炷
香
の
札
を
う
つ
也
。
本
香
十
包
皆
焚
終
て
、
一
同
に
包
紙
を
開
て

点
を
定
る
べ
し
。

一　

記
録
点
、
始
三
炷
聞
は
、
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
但
し
、
二
炷
迄
聞
中

た
る
は
点
な
し　
　

、

後
七
炷
は
地
香
独
聞
二
点
、二
人
よ
り
一
点
宛
、ウ
香
独
聞
四
点
、二

人
よ
り
三
点
充
也
。
ウ
札
を
」
射
九
〇
ウ 

妻
乞
と
認
る
べ
し
。

一　

證
哥
を
記
録
の
口
に
認
め
、
下
の
句
、
七
文
字
に
本
香
銘
を
朱
に
て

認
る
。
ウ
の
香
は
其
當
る
所
を
明
置
き
、
妻
乞
の
所
に
ウ
と
認
る
也
。

猶
、
認
様
左
に
記
す
。
考
知
べ
し
。」
射
九
一
オ



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

七

 

　
　

妻
乞
香
之
記

 

　
　
　

  

春
の
野
に
あ
さ
る
き
ゞ
す
の
妻ウ（

朱
）乞

に

 
　
　
　
　

お一（
朱
）の三（
朱
）か

あ三（
朱
）り三（
朱
）か一（
朱
）を二（
朱
）人

に
し
れ
つ
ゝ

 

　
　
〔
表
〕」
射
九
一
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

組　

　
　
　
　
　
　
　
　

前
一
結　
　
　
　

残　

　
　

一　
　
　
　
　

⎩
⎨
⎧

　
　
　
　

（　

　
　
　
　
　
　

コ　

二　

三　

3　
　

＊　

3　
　
　
　
　

後

　
　

二　
　
　

3
＝
二
＋
三
＋
×　
　

＊　

×　
　
　
　
　

…

　
　
　
　
　
　
　
　

一　

一　

1　
　

一　

1　
　
　
　
　

7

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
＝
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

　
　

ウ　
　
　

1　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ウ　
　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
一
」「
二
」「
三
」
の
香
、
各
三
包
と
、
ウ
香
一
包

の
、
計
十
包
を
用
い
る
。
試
香
は
地
香
の
み
行
う
。

ま
ず
、「
一
」
の
香
二
包
と
「
二
」
の
香
二
包
、「
一
」
の
香
一
包
と

「
三
」
の
香
二
包
の
、
三
包
二
組
を
作
り
、
組
の
ま
ま
交
ぜ
て
、
ど
ち
ら
か

一
方
を
取
り
、三
炷
聞
き
に
す
る
（
前
段
）。
す
べ
て
の
人
が
聞
き
終
わ
っ

て
か
ら
、
名
乗
紙
に
答
え
を
記
す
。
す
な
わ
ち
、「
一
」「
二
」「
二
」
の
組

が
出
た
場
合
は
「
春
の
野
」、「
一
」「
三
」「
三
」
が
出
れ
ば
「
き
ゞ
す
」

と
書
く
。
こ
の
と
き
、
出
香
の
順
は
不
問
で
あ
る
。

名
乗
紙
の
答
え
を
記
録
に
写
し
て
か
ら
、
前
段
で
出
な
か
っ
た
三
包
一

組
に
、
残
り
の
「
一
」「
二
」「
三
」「
ウ
」
の
香
、
各
一
包
の
計
四
包
を
加

え
、
全
部
で
七
包
と
し
て
交
ぜ
、
一
炷
聞
き
を
七
度
行
う
（
後
段
）。
答
え

に
は
十
炷
香
札
を
打
つ
。

前
段
・
後
段
の
あ
わ
せ
て
十
炷
を
焚
き
終
わ
っ
た
後
、
す
べ
て
の
包
紙

を
開
い
て
正
答
を
披
露
す
る
。

記
録
点
は
、
初
段
の
三
炷
聞
き
の
と
き
は
、
独
り
聞
き
が
三
点
、
二
人

か
ら
は
二
点
で
あ
る
。
な
お
、
本
伝
書
の
割
注
に
は
、「
二
炷
迄
」（
一
炷

あ
る
い
は
二
炷
）
聞
き
当
て
て
も
得
点
に
な
ら
な
い
と
あ
る
。
一
炷
と
い

う
の
は
、「
一
」「
二
」「
二
」
と
「
一
」「
三
」「
三
」
の
い
ず
れ
の
香
の
組

に
も
出
る
「
一
」
の
香
を
聞
き
当
て
、
残
り
の
二
炷
に
つ
い
て
、「
二
」
と

「
三
」の
香
を
聞
き
違
え
た
場
合
に
つ
い
て
言
う
の
で
あ
ろ
う
。だ
が
、「
一
」

「
二
」「
二
」
と
「
一
」「
三
」「
三
」
の
香
の
組
の
い
ず
れ
か
が
出
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
二
炷
聞
き
当
て
、
一
炷
聞
き
違
え
る
と

い
う
こ
と
は
、
答
え
の
可
能
性
と
し
て
は
あ
り
え
な
い
。
あ
る
い
は
、
伝

書
割
注
の
「
二
炷
迄
」
は
「
一
炷
」
の
誤
り
か
。

ま
た
、
後
段
は
、
地
香
の
独
り
聞
き
は
二
点
、
二
人
か
ら
は
一
点
、「
ウ
」

香
の
独
り
聞
き
は
四
点
、二
人
か
ら
は
三
点
で
あ
る
。「
ウ
」
香
を
聞
き
当

て
た
と
き
は
、
記
録
に
は
「
妻
乞
」
と
記
す
。
な
お
、
記
録
の
冒
頭
に
證

歌
を
書
き
、
第
四
句
の
「
お
の
か
あ
り
か
を
」
に
は
、
後
段
で
出
た
順
に

「
一
」
と
、「
二
」
あ
る
い
は
「
三
」
の
香
名
を
朱
で
右
に
傍
書
す
る
が
、

「
ウ
」
の
香
に
つ
い
て
は
、
当
該
箇
所
に
傍
書
せ
ず
、
空
白
の
ま
ま
と
し
、

⎫｜｜⎬｜｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
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*

*

*

*

*
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*

*
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第
三
句
「
妻
乞
」
に
「
ウ
」
と
朱
で
右
傍
書
す
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
拾
遺
集
』
巻
第
一
春
、
二
一
番
に
載

る
。

 

　
　

題
し
ら
ず　
　
　
　
　

 

　
　
　
　

大
伴
家
持　
　

 

春
の
の
に
あ
さ
る
き
ぎ
す
の
つ
ま
ご
ひ
に
お
の
が
あ
り
か
を
人
に
し

れ
つ
つ

こ
の
歌
は
、
本
連
載
の
「
和
歌
を
主
題
と
す
る
組
香
（
二
）」（『
社
会
科

学
』
第
46
巻
第
4
号
）
所
収
「
き
ゞ
す
香
」（
楽
巻
―
二
六
）
に
、
集
付

「
古
今
六
帖
」、
作
者
「
中
納
言
家
持
」、
第
二
句
「
朝
啼
き
ゝ
す
の
」
と
い

う
本
文
で
載
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
も
触
れ
た
こ
と
だ
が
、
こ
の
歌

は
『
古
今
六
帖
』
第
二
、
一
一
八
七
番
に
も
、
第
二
句
「
あ
さ
な
く
き
じ

の
」、結
句
「
人
に
し
ら
れ
て
」
と
い
う
本
文
で
載
っ
て
い
る
。
本
組
香
で

は
出
典
を
記
さ
な
い
が
、
和
歌
本
文
は
『
拾
遺
集
』
と
完
全
に
一
致
す
る
。

同
歌
を
主
題
と
す
る
「
き
ゞ
す
香
」
で
は
、「
春
日
野
」「
交
野
原
」「
宮

城
野
」「
武
蔵
野
」「
嵯
峨
野
」
の
香
の
、
い
ず
れ
か
に
入
れ
換
え
ら
れ
た

「
き
ゞ
す
」
の
香
を
聞
き
当
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
き
ゞ
す
」
を
追

う
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。
一
方
、
本
組
香
で
は
、「
春
の
野
」「
き
ゞ
す
」

を
聞
き
の
名
目
と
し
な
が
ら
も
、
唯
一
炷
の
「
ウ
」
香
を
聞
き
当
て
た
と

き
の
み
、
記
録
に
「
妻
乞
」
と
記
し
、
ま
た
、
後
段
七
炷
の
香
の
出
方
を

第
四
句
「
お
の
か
あ
り
か
を
」
に
傍
書
す
る
際
に
も
、「
ウ
」
の
香
だ
け
は

当
該
箇
所
を
空
白
に
し
た
上
で
、
第
三
句
「
妻
乞
」
に
傍
書
す
る
と
い
う

よ
う
に
、「
妻
乞
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
組
ま
れ
て
い
る
。

《
御
巻
―
五
》
重
陽
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
重
陽
香

 

拾
遺
集　
　

 
 　

　
　
　

元
輔　
　

 

　

我
宿
の
菊
の
白
露
け
ふ
こ
と
に
幾
世
積
り
て
渕
と
成
ら
ん

 

　
　

此
哥
に
因
み
て
組
侍
る
也
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

一
の
香
一
包
、
二
の
香
二
包
、
客
香
六
包
香
二
種
を
三
包

充
に
包
む　
　

」
御
一
二
オ 

九
包
出

香
と
し
、
皆
終
て
包
紙
を
開
く
べ
し
。

一　

地
香
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
客
香
、
試
な
し
。

一　

初
の
客
に
三
の

札

、
後
の
客
に
二
の

札

打
べ
し
。

一　

記
録
点
は
、
客
香
独
聞
四
点
、
二
人
よ
り
一
点
充
、
地
香
独
聞
二
点
、

二
人
よ
り
一
点
充
也
。
聞
の
褒
美
と
し
て
左
の
こ
と
く
認
る
。

 

　
  

一
の
香
斗
聞
は　
　
　
　

我
宿
（
朱
）　　

 

　

二
の
香
斗
聞
は　
　
　
　

白
露
（
朱
）」
御
一
二
ウ
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九

 

　

  

一
二
の
香
斗
り
聞
は　
　

燕
（
朱
）　　
　

 

　

初
後
二
色
の
客
を
聞
は　

菊
（
朱
）

 
　

  
客
一
色
斗
り
聞
は　
　
　

雨
（
朱
）　　
　

 

　

客
六
炷
聞
は　
　
　
　
　

幾
世
（
朱
）

 

　

皆
中
は　
　
　
　
　
　
　

重
陽
（
朱
）

 

如
此
聞
の
下
に
書
べ
し
。
猶
認
様
末
に
記
。」
御
一
三
オ

 

　
　

重
陽
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
御
一
三
ウ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　

コ

　
　

一　
　

1　
　
　

　
　
　
　
　

コ

　
　

二　
　

2　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

9

　
　

三　
　

3　
　

　
　
　
　
　
　

　
　

客　
　

3　
　

本
香
に
は
、
地
香
「
一
」
の
香
一
包
、「
二
」
の
香
二
包
、「
客
」
の
香

六
包
（
二
種
類
の
香
、
各
三
包
）
の
、
計
九
包
を
用
い
る
。
試
香
は
地
香

の
み
行
う
。
す
べ
て
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
包
紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す

る
。答

え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
本
伝
書
に
は
、「
客
」
の
香
、
二
種
類

の
う
ち
、
初
め
に
出
た
香
に
は
「
三
」
の
札
を
、
ま
た
、
後
に
出
た
香
に

は
「
二
」
の
札
を
打
つ
と
あ
る
が
、「
一
」
の
香
に
は
「
一
」
の
札
、「
二
」

の
香
に
は
「
二
」
の
札
、「
客
」
の
初
め
の
香
に
は
「
三
」
の
札
、「
客
」

の
後
の
香
に
は
「
ウ
」
の
札
を
用
い
る
の
が
順
当
で
あ
ろ
う
。

記
録
点
は
、客
香
の
独
り
聞
き
は
四
点
、二
人
か
ら
は
一
点
で
あ
る
。
ま

た
、
地
香
の
独
り
聞
き
は
二
点
、
二
人
か
ら
は
一
点
と
す
る
。
記
録
に
は
、

聞
き
当
て
た
香
の
種
類
と
数
に
よ
っ
て
、
褒
美
の
こ
と
ば
を
記
録
の
最
下

段
に
記
す
。
す
な
わ
ち
、
聞
き
当
て
た
香
が
「
一
」
の
香
だ
け
の
場
合
は

「
我
宿
」、「
二
」
の
香
だ
け
の
場
合
は
「
白
露
」、
ま
た
、「
一
」
と
「
二
」

の
香
だ
け
を
聞
き
当
て
、「
客
」
の
香
を
聞
き
違
え
た
場
合
は
「
燕
」
と
書

く
。
ま
た
、「
客
」
の
香
を
二
種
類
と
も
に
聞
き
当
て
た
と
き
は
「
菊
」、ど

ち
ら
か
一
種
類
の
み
の
と
き
は
「
雨
」、「
客
」
の
香
の
六
炷
す
べ
て
を
聞

き
当
て
た
と
き
は
「
幾
世
」
と
記
す
。
さ
ら
に
、
九
炷
す
べ
て
を
聞
き
当

て
た
場
合
は
「
重
陽
」
と
書
く
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
拾
遺
集
』
巻
第
三
秋
、
一
八
四
番
に

載
る
。

 
　
　

  

三
条
の
き
さ
い
の
宮
の
裳
ぎ
侍
り
け
る
屏
風
に
、
九
月
九
日
の

所　
 

も
と
す
け　
　

 

わ
が
や
ど
の
菊
の
白
露
け
ふ
ご
と
に
い
く
世
つ
も
り
て
淵
と
な
る
ら

⎫｜｜｜｜⎬｜｜｜｜⎭
*

*

*

*

**

*
*

*
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一
〇

ん

こ
れ
に
よ
り
、
応
和
元
年
（
九
六
一
）
十
二
月
十
七
日
に
行
わ
れ
た
、
三

条
后
宮
（
冷
泉
天
皇
中
宮
、
昌
子
内
親
王
）
の
裳
着
（『
日
本
紀
略
』）
の

た
め
に
作
ら
れ
た
、
清
原
元
輔
の
屏
風
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

褒
美
の
こ
と
ば
の
う
ち
、「
重
陽
」
は
、
も
ち
ろ
ん
九
月
九
日
の
重
陽
の

節
句
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、「
我
宿
」「
菊
」「
白
露
」「
幾
世
」

は
、『
拾
遺
集
』
元
輔
歌
に
見
ら
れ
る
が
、「
燕
」「
雨
」
の
語
は
、
右
の
歌

に
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
秋
「
九
日
付
菊
」
題
の
、

冒
頭
に
配
さ
れ
る
次
の
李
端
の
漢
詩
（
二
六
一
番
）
に
拠
る
と
考
え
ら
れ

る
。

 

燕
知
社
日
辞
巣
去　

え
む
は
し
や
じ
つ
を
し
て
す
を
じ
し
て
さ
ん
ぬ

 

菊
為
重
陽
冒
雨
開　

  

き
く
は
ち
よ
う
や
う
の
た
め
に
あ
め
を
を
か
し

て
ひ
ら
け
た
り

「
燕
は
秋
の
社
日
（
秋
分
前
後
の
戊
の
日
）
を
知
っ
て
南
へ
渡
っ
て
行
き
、

菊
は
重
陽
（
九
月
九
日
）
に
間
に
合
お
う
と
し
て
雨
も
厭
わ
ず
咲
く
」
と

い
う
時
季
の
捉
え
方
は
、
本
伝
書
成
立
時
点
に
お
い
て
も
、
常
識
で
あ
っ

た
も
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
前
掲
『
拾
遺
集
』
の
元
輔
歌
は
、
こ
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上

秋
「
九
日
付
菊
」
題
に
も
、「
中
務
」
の
歌
と
し
て
見
出
さ
れ
る
（
二
六
五

番
。
た
だ
し
、
第
四
句
「
い
く
よ
た
ま
り
て
」）
が
、
本
伝
書
は
、
冒
頭
歌

に
示
さ
れ
た
集
付
の
と
お
り
、
直
接
的
に
は
や
は
り
『
拾
遺
集
』
に
拠
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

《
御
巻
―
六
》
枝
折
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
枝
折
香

 

　
新
古
今
集　
　
　

 

　

 

西
行
法
師　
　

 

　
　

吉
野
山
こ
ぞ
の
枝
折
の
道
か
へ
て
ま
た
見
ぬ
か
た
の
花
を
尋
ん

 

　

此
哥
の
心
を
と
り
て
組
香
と
し
侍
る
。

一　

十
炷
香
の
札
を
用
。

一　

一
の
香
三
包
是
を
枝
折

と
名
付
る

、
二
の
香
二
包
、
三
の
香
二
包
、
都
合
七
包
」
御

一
四
オ 

打
交
て
出
香
と
す
。

一　

枝
折
の
香
一
包
、
外
に
拵
へ
試
に
出
す
。
其
外
は
試
な
し
。

一　

二
の
香
、
三
の
香
、
客
香
、
各
一
包
充
隠
銘

な
り

、
外
に
拵
へ
香
元
に
置
く

べ
し
。

一　

枝
折
香
の
試
終
て
後
に
、
出
香
七
包
を
一
包
充
取
て
焚
出
し
皆
焚
終

り
て
後
に
二
三
客
の
香
三
包
を
能
く
交
て
焚
出
す
べ
し
。

一　

十
炷
皆
終
て
札
を
筆
記
し
、
香
包
を
披
き
点
を
か
け
る
也
。」
御
一
四
ウ

一　

記
録
認
様
は
、枝
折
の
香
三
包
を
始
に
出
た
る
を
「
し
」
と
認
め
、中
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一
一

に
出
た
る
は
「
ほ
」
と
認
め
、
後
に
出
た
る
を
「
り
」
と
認
べ
し
。

二
三
の
香
、
常
の
こ
と
し
。
末
の
三
炷
の
香
は
出
様
に
よ
り
桜
の
名

を
左
の
如
く
記
。

 

　

二　
　
　
　
　
　
　

二　
　
　
　
　
　

三

 

　

三　

楊
貴
妃　
　
　

ウ　

し
ほ
　
　

二　

虎
の
尾

 

　

ウ　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　
　
　

ウ

 

　

三　
　
　
　
　
　
　

ウ　
　
　
　
　
　

ウ

 

　

ウ　

普
賢
象　
　
　

二　

す
み
染　
　

三　

熊
が
へ

 

　

二　
　
　
　
　
　
　

三　
　
　
　
　
　

二　

 

　

」
御
一
五
オ

 

如
此
三
字
に
成
る
や
う
に
認
べ
し
。

一　

点
は
、
枝
折
の
香
は
試
十
炷
香
の
通
り
、
二
三
の
香
は
、
無
試
十
炷

香
の
如
く
点
を
か
く
る
べ
し
。
末
に
出
た
る
三
炷
は
、
始
の
二
三
と

引
合
せ
て
点
を
か
く
る
也
。
客
香
・
地
香
と
も
に
一
点
充
也
。
末
の

三
炷
は
、
皆
中
は
長
二
点
、
其
外
は
聞
あ
て
た
る
所
の
字
斗
へ
短
く

点
を
か
く
る
べ
し
。
認
様
左
に
記
す
。」
御
一
五
ウ

 

　
　

枝
折
香
之
記

 

　
　
〔
表
〕」
御
一
六
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　

コ　
　
　

前

　
　

一枝折　
　
　

3　
　
　

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

7

　
　

二　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　
　

後　
　

　
　
　
　
　
　

2　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

　
　

三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1　
　
　

3

　
　
　
　
　
　

　
　

ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

本
香
に
は
、
ま
ず
、
客
香
「
一
」
の
香
（「
枝
折
」
香
）
三
包
と
、
地
香

「
二
」「
三
」
の
香
、
各
二
包
の
、
計
七
包
を
用
い
る
。
試
香
は
「
枝
折
」

の
香
の
み
行
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、「
二
」「
三
」
の
香
と

「
客
」
香
、
各
一
包
を
、
香
名
が
わ
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て
（
隠
名
）、
並

べ
た
本
香
の
下
（
香
元
）
に
置
く
。

「
枝
折
」
香
の
試
香
を
終
え
て
か
ら
、本
香
七
包
を
一
炷
ず
つ
焚
く
（
前

段
）。
次
に
、
香
元
に
置
い
て
お
い
た
「
二
」「
三
」「
客
」
の
香
、
各
一
包

計
三
包
を
、
よ
く
交
ぜ
て
か
ら
一
炷
ず
つ
焚
き
出
す
（
後
段
）。

答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。
ま
ず
前
段
で
は
、「
枝
折
」
香
に
は
、

試
十
炷
香
の
通
り
に
「
一
」
の
札
を
打
つ
。
ま
た
、「
二
」「
三
」
の
香
は
、

試
香
が
な
く
区
別
が
つ
か
な
い
た
め
、
無
試
十
炷
香
の
要
領
で
、
先
に
出

た
香
に
「
二
」
の
札
、
次
に
出
た
香
に
「
三
」
の
札
を
打
つ
。
後
段
で
は
、

前
段
で
「
二
」「
三
」
の
札
を
打
っ
た
香
に
合
わ
せ
て
、同
香
に
同
じ
札
を

打
ち
、
ま
た
、「
客
」
の
香
に
「
ウ
」
の
札
を
打
つ
。

十
炷
す
べ
て
を
焚
き
終
わ
り
、答
え
の
札
を
記
録
に
筆
記
し
て
か
ら
、包

⎫｜⎬｜｜｜⎭

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭
*

*
*

**

*

*

*

*
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一
二

紙
を
開
き
、
正
答
を
披
露
す
る
。
記
録
に
は
、
前
段
で
は
、「
枝
折
」
香
三

包
を
、
出
香
の
順
に
「
し
」「
ほ
」「
り
」
と
記
す
。「
二
」「
三
」
の
香
は
、

通
常
通
り
「
二
」「
三
」
と
書
く
。
そ
し
て
後
段
の
三
炷
は
、出
香
の
順
に
、

「
楊
貴
妃
」（
二
・
三
・
ウ
）、「
し
ほ

」（
二
・
ウ
・
三
）、「
虎
の
尾
」（
三
・

二
・
ウ
）、「
普
賢
象
」（
三
・
ウ
・
二
）、「
す
み
染
」（
ウ
・
二
・
三
）、「
熊

が
へ
」（
ウ
・
三
・
二
）
の
三
文
字
を
書
く
。

点
は
、
客
香
・
地
香
の
区
別
な
く
、
一
点
で
あ
る
。
な
お
、
後
段
で
は
、

す
べ
て
聞
き
当
て
る
と
長
二
点
（
長
い
合
点
ふ
た
つ
）
を
付
し
、
そ
れ
以

外
は
、
一
炷
目
を
聞
き
当
て
れ
ば
聞
き
の
名
目
の
一
文
字
目
、
二
炷
目
な

ら
ば
二
文
字
目
、
三
炷
目
な
ら
ば
三
文
字
目
に
、
短
く
合
点
を
付
け
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
新
古
今
集
』
巻
第
一
春
歌
上
、
八
六

番
に
載
る
。

 

　
　

花
歌
と
て
よ
み
侍
り
け
る　
　

 

　

西
行
法
師　
　

 

よ
し
の
山
こ
ぞ
の
し
を
り
の
み
ち
か
へ
て
ま
だ
見
ぬ
か
た
の
花
を
た

づ
ね
ん

本
組
香
は
、
こ
の
歌
に
拠
り
、
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
桜
を
愛
で
よ
う
と

い
う
趣
向
で
あ
る
。
ま
た
、「
よ
し
の
山
こ
ぞ
の
し
を
り
」（
去
年
、
吉
野

山
を
分
け
入
っ
て
花
を
見
た
と
き
の
道
し
る
べ
）
と
い
う
歌
句
か
ら
、
本

香
の
前
に
「
枝
折
」
香
の
試
香
を
行
う
と
い
う
発
想
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

聞
き
の
名
目
、「
楊
貴
妃
」「
し
ほ

」「
虎
の
尾
」「
普
賢
象
」「
す
み

染
」「
熊
が
へ
（
熊
谷
）」
は
、い
ず
れ
も
サ
ク
ラ
の
園
芸
品
種
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、「
す
み
染
」
を
除
く
五
つ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
見
た
目
の
特
徴
や

命
名
の
由
来
等
が
、
俳
諧
歳
時
記
『
滑
稽
雑
談
』〔
其
諺
著
。
正
徳
三
年

（
一
七
一
三
）
序
〕
に
載
っ
て
い
る
。
こ
の
書
は
、後
世
へ
の
影
響
が
大
き

い
と
さ
れ
る
が
、
本
組
香
も
、
そ
の
文
化
圏
に
お
い
て
生
ま
れ
た
も
の
と

見
做
さ
れ
よ
う
。

《
御
巻
―
七
》
八
幡
山
香

【
翻
刻
】

 

　

△
（
朱
）
八
幡
山
香　
石
清
水
香
と
も
云

 

　
建
長
百
首　
　
　

 
 

衣
笠
内
大
臣　
　

 

　
　

石
清
水
す
み
は
し
め
け
ん
月
影
の
み
つ
の
衣
に
影
も
う
つ
り
し

 

　

此
哥
の
縁
に
よ
り
て
組
侍
る

一　

十
炷
香
札
を
用
。

一　

放
生
會
方
五
人
、
女
郎
花
方
五
人
と
分
つ
放
生
會
方

上
座
也

。」
御
一
六
ウ

一　

鳩
の
香
、
魚
の
香
、
女
郎
花
の
香
客
香
な
り

、
各
三
包
充
、
都
合
九
包
打
交

て
、
其
内
よ
り
一
包
と
り
除
け
、
残
八
包
本
香
と
し
、
二
炷
宛
四
次

に
焚
出
す
也
。
一
炷
充
に
折
居
を
添
て
廻
し
、
札
を
受
る
べ
し
。
八

*

*
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一
三

包
皆
焚
終
り
て
後
に
、
香
包
帋
を
ひ
ら
き
、
点
星
を
定
む
る
也
。

一　

鳩
香
、
魚
香
、
外
に
拵
へ
、
放
生
會
方
斗
り
に
試
に
出
す
。」
御
一
七
オ 

女
郎
花
方
は
試
な
し
。

一　

札
打
様
は
、
鳩
の
香
に
一
の

札

、
魚
の
香
に
二
の

札

、
女
郎
花
の
香
に
三
の

札

打
べ

し
。

一　

放
生
會
方
は
、
試
の
聞
に
合
せ
て
札
を
う
つ
。
又
、
女
郎
花
方
に
て

は
無
試
十
炷
香
の
通
り
に
札
を
打
べ
し
。
こ
れ
を
女
郎
花
の
く
ね
る

と
名
付
る
也
。
無
試
十
炷
香
の
こ
と
く
、
一
二
三
の
順
を
立
る
に
及

ず
。」
御
一
七
ウ 

心
次
第
に
自
分
〳
〵
に
順
を
立
て
札
を
う
つ
て
よ
し
。

同
香
二
炷
結
ひ
た
る
を
中
り
と
す
。

一　

記
録
に
は
、
二
炷
宛
組
合
せ
て
認
る
。
其
名
目
左
の
如
し
。

 

　

二
炷
と
も
鳩
と
き
く
時
は　
　

鳩
峯

 

　

二
炷
と
も
魚
と
き
く
時
は　
　

放
生
川

 

　

二
炷
と
も
女
郎
花
と
き
く
時
は　

お
ほ
か
る
の
べ
」
御
一
八
オ

 

　

初
に
鳩
、
後
に
魚
は　
　

石
清
水

 

　

初
に
鳩
、
後
に
女
郎
花
は　

男
山

 

　

初
に
魚
、
後
に
鳩
は　
　

さ
や
け
き
影

 

　

初
に
魚
、
後
に
女
郎
花
は　

名
の
月

 

　

初
に
女
郎
花
、
後
に
鳩
は　

一
時

 

　

初
に
女
郎
花
、
後
に
魚
は　

色
め
く
野
邊

 

客
香
独
聞
三
点
、
二
人
よ
り
二
点
充
、
地
香
は
何
人
」
御
一
八
ウ 

に
て

も
一
点
充
也
。
放
生
會
方
に
て
客
香
の
聞
違
、
星
一
つ
充
附
る
。
女

郎
花
方
に
て
は
試
を
聞
ざ
る
故
に
過
怠
の
星
な
し
。

一　

勝
負
は
、双
方
各
点
星
を
消
合
て
、点
多
き
方
、勝
と
定
る
べ
し
。
記

録
認
様
、
左
の
ご
と
し
。」
御
一
九
オ

 

　
　

記
録
艸
稿

 

　
　
〔
表
〕」
御
一
九
ウ

 

　
　

八
幡
山
香
記　
　
女
郎
花
除
（
朱
）

 

　
　
〔
表
〕」
御
二
〇
オ

【
考
察
】

（
1
）
竹
幽
本
組
香
の
方
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

一　

鳩　
　
　

コ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

3　
　
　
　
　
　
　

4　
　
　
　

　
　

二　

魚　
　
　
　
　
　
　

9－

1
＝
×　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

2　
　
　

　
　

三　

女
郎
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
石
清
水
香
」
と
も
呼
ば
れ
る
組
香
で
あ
る
。「
放
生
会
方
」
と
「
女
郎

花
方
」、
各
五
人
に
分
か
れ
る
。「
放
生
会
方
」
が
上
座
で
あ
る
。

本
香
に
は
、
地
香
「
鳩
」「
魚
」
の
香
と
、
客
香
「
女
郎
花
」
の
香
、
各

三
包
の
計
九
包
を
用
意
し
、
そ
の
中
か
ら
一
包
を
除
き
、
残
り
八
包
を
二

炷
ず
つ
、
四
度
焚
き
出
す
。
本
香
に
先
立
ち
、「
鳩
」「
魚
」
の
香
は
、「
放

生
会
方
」
に
の
み
試
香
を
行
う
。「
女
郎
花
方
」
に
は
試
香
は
な
い
。

答
え
に
は
十
炷
香
札
を
用
い
る
。「
放
生
会
方
」
は
、試
香
の
と
お
り
に
、

⎫｜⎬｜⎭

⎫｜｜⎬｜｜⎭

*
*

*

*

*

*
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一
四

「
鳩
」
の
香
に
「
一
」
の
札
、「
魚
」
の
香
に
「
二
」
の
札
、「
女
郎
花
」
の

札
に
「
三
」
の
札
を
打
つ
。
ま
た
、「
女
郎
花
方
」
は
、
無
試
十
炷
香
の
と

お
り
に
札
を
打
つ
。
た
だ
し
、
無
試
十
炷
香
は
、
通
常
、
一
炷
目
に
は

「
一
」
の
札
を
打
ち
、
同
香
な
ら
ば
「
一
」
の
札
、
異
香
な
ら
ば
そ
の
度
に

「
二
」「
三
」
の
札
と
い
う
よ
う
に
、「
一
」「
二
」「
三
」
の
札
を
順
に
打
っ

て
い
く
が
、
本
組
香
で
は
、
順
を
追
わ
ず
、
気
が
向
く
ま
ま
に
札
を
打
っ

て
よ
い
（
こ
れ
を
「
女
郎
花
の
く
ね
る
」
と
名
付
け
る
）。
一
炷
ご
と
に
折

居
を
廻
し
、
札
を
打
つ
。
八
包
す
べ
て
を
焚
き
終
わ
っ
て
か
ら
、
香
包
紙

を
開
い
て
正
答
を
披
露
し
、
点
を
付
け
る
。

記
録
に
は
、
二
炷
ず
つ
組
み
合
わ
せ
た
聞
き
の
名
目
を
記
す
。
す
な
わ

ち
、「
鳩
峯
」「
放
生
川
」「
お
ほ
か
る
の
べ
」「
石
清
水
」「
男
山
」「
さ
や

け
き
影
」「
名
の
月
」「
一
時
」「
色
め
く
野
邊
」
で
あ
る
。

同
香
を
二
炷
聞
き
当
て
る
と
得
点
と
な
る
。
客
香
の
独
り
聞
き
は
三
点
、

二
人
か
ら
は
二
点
。
地
香
は
、
聞
き
当
て
た
人
数
に
関
わ
ら
ず
、
一
点
で

あ
る
。「
放
生
会
方
」
で
客
香
を
聞
き
違
え
た
場
合
は
、星
を
一
つ
付
け
る
。

「
女
郎
花
方
」
は
、
試
香
が
な
い
た
め
、
聞
き
違
え
た
と
き
の
罰
と
し
て
星

を
付
け
る
こ
と
は
し
な
い
。
勝
負
は
、「
放
生
会
方
」「
女
郎
花
方
」、
そ
れ

ぞ
れ
に
点
と
星
を
差
し
引
き
し
て
、
点
の
多
い
方
を
勝
と
す
る
。

（
2
）
和
歌
作
品
と
の
関
わ
り

冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
歌
は
、『
夫
木
抄
』
巻
第
三
十
四
雑
部

十
六
、
一
五
九
八
七
番
に
載
る
。

 

　
　

建
長
八
年
百
首
歌
合　
　
　

 

　
　
　

衣
笠
内
大
臣　
　

 

い
は
し
水
す
み
は
じ
め
け
ん
月
影
の
み
つ
の
こ
ろ
も
に
か
げ
ぞ
う
つ

り
し

こ
の
歌
は
、
南
都
七
大
寺
の
ひ
と
つ
、
大
安
寺
の
僧
、
行
教
が
、
清
和
天

皇
の
た
め
に
、
貞
観
元
年
（
八
五
九
）、
豊
前
国
の
宇
佐
八
幡
宮
に
参
籠
し

た
際
、
宇
佐
の
神
が
三
衣
（
出
家
の
袈
裟
）
の
袖
に
移
っ
た
と
い
う
故
事

に
拠
る
。
そ
の
後
、
行
教
は
、
山
城
国
の
男
山
に
八
幡
神
を
勧
請
し
、
石

清
水
八
幡
宮
を
造
営
し
た
。

こ
の
衣
笠
内
大
臣
〔
藤
原
家
良
（
一
一
九
二
〜
一
二
六
四
）〕
歌
は
、後

に
謡
曲
「
女
郎
花
」
に
引
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
本
組
香
に
は
、

そ
の
詞
章
か
ら
多
く
の
語
句
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
以
下
、
本
組
香

で
用
い
ら
れ
た
語
句
を
「　

」
で
示
す
）。

謡
曲
「
女
郎
花
」
は
、「
男
山
」
に
咲
く
女
郎
花
が
秋
風
に
靡
く
情
景
を

も
と
に
、
男
性
が
通
っ
て
来
な
く
な
っ
た
こ
と
を
憂
え
て
入
水
し
た
女
性

と
、
そ
の
後
を
追
っ
て
身
を
投
げ
た
男
性
と
い
う
恋
の
迷
妄
を
描
い
た
作

品
で
あ
る
。
男
山
（
別
名
「
鳩
峯
」「
八
幡
山
」）
の
山
頂
に
は
、
前
掲
の

家
良
歌
に
も
詠
ま
れ
た
「
石
清
水
」
八
幡
宮
が
あ
り
、麓
に
は
「
放
生
川
」

が
流
れ
る
。
男
女
が
入
水
し
た
と
い
う
の
も
、
こ
の
川
で
あ
る
。

**

*

*

**
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一
五

場
面
は
「
名
の
月
」（
名
月
）、
八
月
十
五
夜
で
あ
り
、
男
山
な
ら
で
は

の
「
さ
や
け
き
影
」
が
美
し
い
。
そ
れ
は
、
日
頃
、
殺
生
を
し
て
い
る
生

き
物
の
供
養
の
た
め
に
、
石
清
水
八
幡
宮
に
お
い
て
、
捕
ら
え
た
「
鳩
」

や
「
魚
」
な
ど
の
生
き
物
を
放
し
て
や
る
「
放
生
会
」
を
行
う
日
で
あ
っ

た
。ま

た
、
本
謡
曲
に
描
か
れ
る
女
郎
花
の
さ
ま
は
、
ま
ず
、『
古
今
集
』
仮

名
序
に
記
さ
れ
る
表
現
に
拠
る
と
こ
ろ
が
目
に
付
く
（
傍
線
執
筆
者
。
以

下
同
じ
）。

し
か
あ
る
の
み
に
あ
ら
ず
、
さ
ざ
れ
い
し
に
た
と
へ
つ
く
ば
山
に
か

け
て
き
み
を
ね
が
ひ
、
よ
ろ
こ
び
身
に
す
ぎ
た
の
し
び
心
に
あ
ま
り
、

ふ
じ
の
け
ぶ
り
に
よ
そ
へ
て
人
を
こ
ひ
松
虫
の
ね
に
と
も
を
し
の
び
、

た
か
さ
ご
す
み
の
江
の
ま
つ
も
あ
ひ
お
ひ
の
や
う
に
お
ぼ
え
、
を
と

こ
山
の
む
か
し
を
お
も
ひ
い
で
て
を
み
な
へ
し
の
ひ
と
と
き
を
く
ね

る
に
も
う
た
を
い
ひ
て
ぞ
な
ぐ
さ
め
け
る

こ
こ
か
ら
、「
女
郎
花
の
く
ね
る
」「
一
時
」
と
い
う
語
句
が
見
出
さ
れ
、謡

曲
「
女
郎
花
」
に
引
用
さ
れ
、
さ
ら
に
本
組
香
に
用
い
ら
れ
た
と
見
ら
れ

る
。な

お
、
残
り
の
「
お
ほ
か
る
の
べ
」「
色
め
く
野
辺
」
は
、
謡
曲
「
女
郎

花
」
に
は
そ
の
ま
ま
の
表
現
で
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
和
歌
に
そ

の
用
例
を
見
出
す
。

 

　
　

題
し
ら
ず　
　
　

 

　
　
　
　

を
の
の
よ
し
木　
　

 

を
み
な
へ
し
お
ほ
か
る
の
べ
に
や
ど
り
せ
ば
あ
や
な
く
あ
だ
の
名
を

や
た
ち
な
む 

『
古
今
集
』
秋
上
、
二
二
九
番

 

　
　

  

寛
平
御
時
、
蔵
人
所
の
を
の
こ
ど
も
さ
が
の
に
花
見
む
と
て
ま

か
り
た
り
け
る
時
、
か
へ
る
と
て
み
な
歌
よ
み
け
る
つ
い
で
に

よ
め
る　
　

 

　
　

平
さ
だ
ふ
ん　
　

 

花
に
あ
か
で
な
に
か
へ
る
ら
む
を
み
な
へ
し
お
ほ
か
る
の
べ
に
ね
な

ま
し
も
の
を 

『
古
今
集
』
秋
上
、
二
三
八
番

 

　
　

女
郎
花
を
よ
め
る　
　

 

　
　

藤
原
顕
輔
朝
臣　
　

 

白
露
や
こ
こ
ろ
お
く
ら
ん
を
み
な
へ
し
い
ろ
め
く
野
辺
に
人
か
よ
ふ

と
て 

『
金
葉
集
』（
二
度
本
）
秋
、
二
三
二
番

い
ず
れ
も
勅
撰
集
に
見
ら
れ
る
、
女
郎
花
の
咲
く
情
景
の
描
写
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
組
香
は
、
本
伝
書
に
記
さ
れ
る
藤
原
家
良
の
歌
を

「
縁
」
と
し
て
、「
八
幡
山
」
を
舞
台
と
す
る
謡
曲
「
女
郎
花
」
を
視
野
に

入
れ
、
ま
た
、
勅
撰
集
に
お
け
る
女
郎
花
の
歌
の
表
現
の
伝
統
を
踏
ま
え

て
組
ま
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



社会科学　第 48 巻  第 1号

一
六

附
記

　

本
稿
は
、「
古
典
籍
の
保
存
・
継
承
の
た
め
の
画
像
・
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
の
構
築
と
日
本
文
化
の
歴
史
的
研
究
（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
19

期
研
究
会
第
4
研
究
、
お
よ
び
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題

番
号
１
６
Ｋ
０
０
４
６
９
、
い
ず
れ
も
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
年
度
）
に
お
け

る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
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一
七

【
影
印
】　

綴
じ
糸
を
外
し
、
袋
綴
じ
を
一
丁
ず
つ
開
い
て
撮
影
し
た
も
の
。

（
射
・
八
四
丁
表
）

（
射
・
八
四
丁
裏
）

（
射
・
八
五
丁
表
）

（
射
・
八
五
丁
裏
）
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一
八

（
射
・
八
六
丁
表
）

（
射
・
八
六
丁
裏
）

（
射
・
八
七
丁
表
）

（
射
・
八
七
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

一
九

（
射
・
八
八
丁
表
）

（
射
・
八
八
丁
裏
）

（
射
・
八
九
丁
表
）

（
射
・
八
九
丁
裏
）
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二
〇

（
射
・
九
〇
丁
表
）

（
射
・
九
〇
丁
裏
）

（
射
・
九
一
丁
表
）

（
射
・
九
一
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

二
一

（
御
・
一
二
丁
表
）

（
御
・
一
二
丁
裏
）

（
御
・
一
三
丁
表
）

（
御
・
一
三
丁
裏
）
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二
二

（
御
・
一
四
丁
表
）

（
御
・
一
四
丁
裏
）

（
御
・
一
五
丁
表
）

（
御
・
一
五
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

二
三

（
御
・
一
六
丁
表
）

（
御
・
一
六
丁
裏
）

（
御
・
一
七
丁
表
）

（
御
・
一
七
丁
裏
）
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二
四

（
御
・
一
八
丁
表
）

（
御
・
一
八
丁
裏
）

（
御
・
一
九
丁
表
）

（
御
・
一
九
丁
裏
）



竹幽文庫蔵『香道籬之菊』の紹介

二
五

（
御
・
二
〇
丁
表
）




